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そ
の
後
の
奈
良
〜
平
安
時
代
の
地

層
の
住
居
跡
か
ら
は
、
食
し
ょ
く

膳ぜ
ん

具ぐ（
木

製
の
お
椀
や
皿
等
）や
貯
蔵
具
や
洗

練
さ
れ
た
須す

恵え

器き

も
出
土
し
て
い

る
。
こ
の
時
代
に
な
る
と
身
近
な
生

活
用
品
の
発
達
が
見
ら
れ
る
。一
方
、

灰か
い

釉ゆ
う

陶と
う

器き

と
い
う
釉ゆ

う
薬や

く
を
用
い
た
美

し
い
陶
器
が
出
土
し
、
祭さ
い
祀し

用
に
使

用
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
東
海
地
方

で
生
産
さ
れ
て
い
た
灰
釉
陶
器
が
本

地
域
に
ま
で
届
く
こ
と
は
、
律
令
制

度
が
整
う
中
で
、
物
流
の
仕
組
み
も

整
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
発
掘
さ
れ
た
遺
跡
や

遺
物
か
ら
は
、
糸
井
地
区
が
縄
文
の

時
代
か
ら
、
地
形
の
よ
さ
と
豊
富
な

湧
き
水
を
生
か
し
な
が
ら
生
活
を
営

ん
で
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
参
考「
糸
井
宮
ノ
前
遺
跡
」報
告
書

糸
井
の
小こ

高だ
か

神
社
周
辺
は
、
昔
か

ら
土
器
の
破
片
や
矢
じ
り
が
見
つ

か
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
開
発
に

は
遺
跡
調
査
が
必
要
と
な
っ
て
い
て
、

幾
つ
か
の
地
域
で
は
調
査
が
行
わ
れ

て
お
り
、
縄
文
〜
平
安
時
代
に
か
け

て
の
住
居
跡
や
様
々
な
土
器
が
発
掘

さ
れ
て
い
る
。

三
十
年
ほ
ど
前
に
な
る
が
、
東
小

学
校
の
改
築
工
事
で
は
、
学
校
の
敷

地
内
で
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
宮

ノ
前
遺
跡
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る

こ
の
調
査
か
ら
は
、
縄
文
中
期
の
土

器
、
翡ひ

翠す
い

製
の
装
飾
品
、
呪じ

ゅ

術じ
ゅ
つ

関

係
遺
物
、
住
居
跡
、
土
器
な
ど
が
発

掘
さ
れ
た
。
ま
た
、
原
石
や
未
成
品

の
石
器
が
多
く
出
土
し
、
石
器
製
作

の
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
推
測

さ
れ
て
い
る
。

次
の
古
墳
時
代
の
竪
穴
式
住
居
の

調
査
で
は「
か
ま
ど
」の
構
造
が
大
型

で
し
っ
か
り
と
し
、
季
節
風
に
対
応

し
て
い
る
と
い
う
特
色
を
持
っ
て
い

る
。
ま
た
、
遺
跡
の
水
田
跡
か
ら
は

湧
き
水
を
引
き
込
む
た
め
の
測
量
や

灌か
ん
漑が

い
技
術
が
あ
っ
た
こ
と
も
認
め
ら

れ
た
。
さ
ら
に
、
遺
跡
の
近
く
に
は

常
木
古
墳
群
や
八よ

日け

市い
ち

古
墳
等
も
あ

り
、
集
落
と
古
墳
造
成
と
の
関
係
も

注
目
さ
れ
た
。
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

 

　
理
事　
堤　
義
樹

糸
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地域包括支援センターだより

地域包括支援センターだより×ハンドメイドカフェ

問合せ　地域包括支援センター　☎３０－２１２１

聞き飽きないで！熱中症対策
今年の夏の気温は全国的に平年より高く、厳しい暑さになる見通しです。

「熱中症警戒アラート」発生時には、外出をなるべく控えて暑さを避けましょう。

こんなところに注意しましょう！
屋内でも注意しよう
　たとえ屋内であっても、
温度・湿度が上がると熱
中症になってしまいます。
　エアコンや遮光カーテ
ン、すだれを活用し、室
温を調整しましょう。

体に熱をためこまない
　涼しい衣服を着用し、
体に熱をためこまないよ
うにしましょう。
　また、保冷剤や冷やし
タオルなどの冷却グッズ
で体を冷やすことも効果
的です。

屋外では帽子を被ろう
　屋外で活動する時は、日
傘や帽子を着用し、直射日
光を避けましょう。
　日中の温度が上がり「熱
中症警戒アラート」が発生
する日は、外出をなるべく
控えましょう。

こまめな水分補給を
　日中、知らず知らずのう
ちに汗をかいています。
　のどが渇いていなくても、
１日コップ６杯を目安にこ
まめに水分・塩分補給を行
いましょう。

▲灰釉陶器


